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高浜発電所３号機他　原子炉容器上部ふた取替工事

取替工事概略図

【原子炉容器概要図】

【高浜４号機　管台の配置及び本数】

（参考）　　原子炉容器上部ふた管台からの
1次冷却材漏えい事象

上部ふた管台

：主な改良点
取替後

キャノピーシール構造の廃止

管台母材及び
溶接金属材料変更
600系ﾆｯｹﾙ基合金
　→690系ﾆｯｹﾙ基合金

　大飯発電所３号機　第10回定期検査中の平成１６年５月、原子炉
容器上部ふたの外観目視点検において、制御棒駆動装置取付管台
１箇所で１次冷却材の漏えい跡が確認された。
　原因調査の結果、管台溶接部の表面仕上げが不十分であったこ
とに起因して発生した応力腐食割れを起点として、１次冷却材中環
境下において溶接金属内を応力腐食割れが進展し、貫通に至った
ことにより、漏えいが発生したものと推定された。

取替前

溶接部形状変更

開先角度を15ﾟから
5ﾟに変更し溶接金
属量を減らすことに
より入熱量を低減

現状１５°
(今回)
　5°

　大飯発電所３号機の原子炉容器上部ふた管台からの１次冷却材漏えい事象に鑑み、長期
的な設備信頼性を確保する観点から、応力腐食割れの予防保全として管台および溶接材料
を６００系ニッケル基合金から６９０系ニッケル基合金に改良した原子炉容器上部ふた（制御
棒駆動装置含む）に取り替える。また、取替後の旧上部ふたについては、蒸気発生器保管庫
内に保管する。

工事概要

：溶接線

旧 新

制御棒駆動装置 48 48

炉内熱電対（温度計測用） 3 3

空気抜き 1 1

予　　備 14 4

合　　計 66 56

一体鍛造上部ふたの採用（溶接線なし）
材質は、取替前後とも低合金鋼
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制御棒駆動装置

上部ふた

【実施状況】
＜実施済みプラント＞
　　大飯３号機、４号機、高浜４号機

＜今年度実施プラント＞
　　高浜３号機実施中


